
令和４年度第３回学校運営協議会議事録 

 

さいたま市立馬宮中学校  

 

１ 日時・場所 ［日時］令和５年１月３１日（火）１０：００～１２：００  

［場所］図書室 

 

２ 出席 会 長 木下 國臣  （元馬宮地区自治会連合会会長・元二ツ宮 

                 南区自治会長)  

     委 員 森  良夫  （佐知川上自治会長）  

         常田 秀子  （青少年育成馬宮地区会副会長・主任児童 

                 委員）  

         安藤 良生  （地元住民・元さいたま市立中学校教員） 

         清水 悠子  （保護者 スクールサポートネットワーク 

                 代表）   

         小日向 哲典 （馬宮東小学校ＰＴＡ会長）   

         関根 ゆかり （地域福祉コーディネーター）   

         長島 謙   （保護者 本校ＰＴＡ会長）   

         浅田 俊哉  （馬宮西小学校長）    

         赤木 伸年  （栄小学校長）     

         上田 泰正  （馬宮中校長） 

         正田 真由美 （馬宮中教頭）     

         齋藤 光司  （馬宮中教務主任） 

         新井 敬二郎 （馬宮中学校地域連携コーディネーター） 

 

  欠席  副会長 岩崎 まさみ （馬宮公民館長）    

 

３ 次第  

 （１）第３回学校運営協議会  （１０時００分～１１時４０分） 

                   全体司会：教頭 

                   記録：清水委員 

 １ あいさつ                    校長 

    ２ 開会宣言                    会長 

    ３ 熟議                      司会：会長 

    ４ 学校評価                    教務主任 

    ５ 令和４年度学校自己評価システムシート      校長 

    ６ 令和５年度学校グランドデザイン（案）・ 

       学校自己評価システムシート（案）の仮承認   校長 

    ７ 意見の申出 

    ８ 本日のまとめ                  会長 

    ９ 諸連絡                     教頭 



   １０ 閉会宣言                    会長 

 

 （２）第３回ＳＳＮ・第３回いじめ防止対策委員会  

                      （１１：４５～１２：００） 

                           司会：教頭 

                           記録：清水委員 

    １ 第３回ＳＳＮ               学校地域連携ＣＤ 

   ２ 第３回いじめ防止対策委員会        教務主任 

    ３ 質疑応答 

 

４ 議事概要 

＜熟議＞本年度の振り返りと次年度に学校と地域で取り組めることの見通しに

ついて、具体的な事柄を一つ上げて行う 

 

各グループの意見（太字の方は司会） 

グループＡ（木下委員、小日向委員、赤木委員、齋藤委員） 

 

〇避難所開設訓練 

（理由）現状、行政からのマニュアルを確認するだけの形骸化した訓練にな

っており、地域を巻き込んだ活性化した訓練にするため。 

 

（内容）コロナ感染に配慮しつつ、実際に訓練を行うように食事を作る準

備、宿泊設備の設置を行うなど具体的なことを体験する。 

→行事に参加することで安全について関心をもたせることができる。 

 

（課題） 

参加者を増やすためにどう募るか 

→・何かメリットを設ける 

・参加しやすい開催時期の検討 

・参加する上でそこで中学生が学べるものは何かを明確に提示する 

 

グループＢ（森委員、浅田委員、清水委員、上田委員） 

 

〇クリーン活動、地域の祭り 

（理由）１１月のクリーン活動は自治会に入っていない人も参加可能であ

り、地域と交流することができる。また防災訓練も一緒に行っており、消防

隊の方の参加協力のもと防災訓練の体験ができ、実際に避難したときに行動



できる中学生を育てることができる。 

 

（課題） 

参加者を増やすためにどう募るか 

→学校内に地域の行事やイベントなどの情報提供する掲示板の設置 

行う側もコロナの影響により３年間開催しておらず以前のように戻せるか 

若い人と高齢者の地域に対する考え方のギャップ、地域行事をサポートする

子供会などの担い手がいない、他の習い事を優先される 

グループＣ（常田委員、関根委員、新井委員） 

 

〇中学生と地域代表との座談会 

（理由）地域行事への参加や地域の情報掲示板の設置、チャレンジupさいた

ま手帳の活用などあるが、そもそもの子どもたちの意見を聞きたい。 

大人だけでなく、子どもの斬新な意見を求めることにより、子どもたちの目

線から地域の問題が何か見えてくるのではないか。また、子どもたちの意見

を伸ばし、地域と関わる意識をもたせたい。 

 

（内容）中学生代表と地域代表との座談会を行い、中学生自身の考えを聞い

て地域行事にどう関わりどう取り組みたいか意見を聞き、子どもたちの意見

を吸い上げ、行事を企画し行ってみる。子どもたちと考えを分かち合う。 

 

（課題）座談会の時間をいつどのように確保するか。 

グループＤ（安藤委員、長島委員、正田委員） 

 

〇夏休みに行われる地域のラジオ体操 

（理由） 

馬宮中学校ではラジオ体操を体育祭で行い、夏休みの課題にもあるため、全

生徒がラジオ体操を行うことができる。地域参加へのよいきっかけになると

考える。 

 

（内容） 

住んでいる地域のラジオ体操への参加、また全生徒がきれいにラジオ体操を

行えるので、地域のラジオ体操のリーダーとして参加する。（体育の授業で

６月の体育祭までには、全生徒がラジオ体操をできるように指導できている

ため） 

 

〇学校内に地域の行事やイベントの情報を掲示する掲示板（生徒昇降口にお



知らせコーナー）の設置 

（理由） 

情報に触れる機会を増やし自主的に参加してもらうため。 

 

（内容） 

情報の提供は自治会連合会長から各自治会長に依頼して、各自治会長から学

校に行事やイベントの情報を提供してもらう。チラシ、ＦＡＸなど。 

 

 

＜まとめ＞ 

・各地域の行事やイベントの情報を提供する掲示板を校内に設置することは、す

ぐに取り掛かれる。掲示板の情報提供については自治会連合会長を通し、各自治

会から情報を提供していただき、子ども達が自主的に参加してもらえる環境を

つくりたい。 

・行事やイベントを行うには、地域や保護者、子ども達の参加が必須であり、ま

た普段子ども達と接点がないため、座談会などを開催し中学生の声を聴けるの

はありがたい。座談会は来年度中の授業時間外に行い、令和６年度に活かせるよ

うにしたい。 

・学校運営協議会のみで地域を含めた行事を企画しまとめるのは難しい。既存の

地域の行事に参加させていただく形で地域と学校が連携していけたらよいと考

える。 

・この地域は防災に敏感でないといけない地域であり、実際に避難の時は地域で

まとまらなくてはならない。地域の子どもたちが積極的に防災訓練に参加する

ことは大切である。 

 

５ 令和４年度の学校評価の内容に対する質問、意見 

 

① スタサプは普段から授業に組み込んでいるのか 

→・授業には取り入れておらず自主学習での活用としている。ただし相談 

室登校の生徒や特別支援の生徒は授業時間内でも活用している。 

・授業時間内での活用は時間的に難しい。またスタサプの使い勝手が悪 

いという意見も出ている。 

・充電器の不足により、日々のタブレットを自宅へ持ち帰りのが容易で 

はなく、また学校での充電は専用の機器になり子どもだけでは取り出し 

にくい点もある。 

・タブレット上でなく筆記の必要性もあり、スタサプの活用の仕方に課 

題がある。 

 



６ 令和４年度学校自己評価システムシートの内容に対する意見 

① 重点目標１について 

・学力が足りない点に対して学校では何が足りないとお考えか。 

→反復学習が不足している。また予習・復習も不足している。 

 

・学んだことを活用して教えあう環境があるとよいのでは。 

 

・ワークなどの提出頻度が定期テストの時だけと見受けられるので、学 

習内容のチェックの回数を単元ごとなど少し増やした方がよいのではな 

いか。 

 

② 重点目標２について 

・さわやか相談室を活用する子どもが増えたことにより、相談が必要な 

子どもたち全員に十分に対応できているのか。 

→昨年度、さわやか相談室の対応が不十分なところあり、今年度はテコ 

入れをしたことにより学校に来られなかった子どもが来るようになっ 

た。しかし、普通の相談にくる子が入りにくくなってしまった。登校を 

促す「相談室」、教室へのステップとなる「学習室」を分けて作った 

が、相談員以外の教員が学習等のサポートに足を運ぶ必要性があるのか 

と考える。 

 

③ 重点目標３について 

・ボランティア活動の時に渡される感謝状を、直接子どもに渡すのでは 

なく他の活用法はあるか。 

→個人に渡されたものでも学校に持ってきてもらえば諸記録に記載した 

りすることができる。生徒がボランティア活動をしたことを多くの生徒 

に周知されることで、他の生徒がボランティアに参加するきっかけにな 

ればよいと考える。 

 

④ 重点項目４について 

・昨今ではホームページを閲覧するのもパソコンではなくスマホでの利用 

が大多数を占めるので、学校のＨＰのリニューアルなど、スマホ対応ので 

きるＩＣＴ環境づくりをお願いしたい。 

 

７ 令和５年度学校グランドデザイン（案）・学校自己評価システムシート

（案）の仮承認 

・質問、意見等特になし 

 

〇令和５年度の学校グランドデザイン（案）と学校自己評価システムシート

（案）の仮承認を実施 

 



仮承認する １４    仮承認しない ０ （欠席 １名） 

 

仮承認をされたこととします。 

 

８ 意見の申出 

・質問、意見等特になし 

 

９ 本日のまとめ（会長） 

よりよい意見を交えることができた。何が正解なのかは難しい問題ではある

が、来年度の目標が定まったので、それに向かって邁進していきたい。皆さんの

御協力をお願いいたします。 

 

１０ 事務連絡 

・「令和４年度学校運営協議会委員アンケート調査」インターネット回答期限

は３月１７日金曜まで。紙媒体の場合は馬宮中学校教頭まで３月１０日までに

ご提出ください。 

・本校の卒業式のお知らせについては、出欠を２月１５日までＦＡＸで提出を

お願いいたします。 

 

７ 次年度開催予定［日時］第１回 令和５年６月１４日（水） 時間検討中 

         ［日時］第２回 令和５年１０月１７日（火） 時間検討中 

         ［日時］第３回 令和６年１月３０日（火） 時間検討中 

 ［場所］図書室 

 

 

【Ⅱ 部】                      司 会：教頭 

                           記 録：清水委員 

 

 １ 第 1回ＳＳＮ（スクールサポートネットワーク）報告  

学校地域連携ＣＤ 

 

 ２ 第 1回いじめ防止対策委員会           教務主任 

（１）令和４年度いじめ防止基本方針について 

（２）本校の現状と取組について 

（３）意見交換等 

 

 ３ 質疑応答   特になし 

 

 ４ 閉会 


